




















要約:小児の対人関係の歪を、それをうみ出し進展させていく養育条件との関連においてと

らえ、更にこの関連の仕方の把握から、歪みを是正し、健康な対人関係を育成する有効で

具体的な実践に結びつく方途を見出そうと、この研究は進められた。分析の対象となった

のは、養育相談に来所した親子、かかわりの歪みを思わせる保育園児及び、対照群として

の健全グループ、と障害児群、計 130 組である。 

各対象児について、まずケース事の詳細な症例分析から出発して、相互に共通したまたは

形のことなる歪みの抽出、その型の分類、複雑な養育条件の類化と分析の作業を経て、両

者の関連が求められた。その結果、歪みの行動が表出される型の差と、養育条件の特性及

び四囲条件の関係の型との間には、いくつかの関係の型があることが見出され、この関係

の型の把握が、同じく対人関係に問題があるとされた小児の行動改善や健康の育成を目ざ

しての、相談時の指導や保育の有効な方途と結びつくことが示唆された。 


